
獅子舞 

虫追い 

上：竜頭形（古いタイプ） 

下：獅子形 

松明は大きいもので約４ｍ。 30 ㎝間隔で縛った
縄の結び目は同じ側にあります。燃えて短くなっ
ていくにつれて、上から結びをほどいていきます。 

当日、神
社の燈明
から移した
火を点火し
ます。 

新方公民館では無形民俗文化財継
承講座「北川崎の虫追い体験」を実
施して、地域の経験者から子供たちへ
とつなげる活動をしています。 



◆浅間山の噴火が越谷にも被害を及ぼしていたと想像したこともなかった。  

◆「この困難に加わろうと思う」という 小兵衛さんの言葉が心に沁

みました。自分に何ができるかを考える良い機会になりました。  

◆日本の歴史、住んでいる越谷の歴史を知ることは、今の世の中にどう繋がるか。子供たちにも繋げていって欲

しいと思いました。

◆ 富士山のこともあり、より身近に感じられて良かった。  

◆ 人間同士の想像力は強いなと感じます。そんな想像力は今の私達にも残っているでしょうか。

 

◆かざんがふんかしてほしくないなーっておもった。  

◆ひとがかわいそうでした。  

◆生き残ったのが93 人で、夫を失った女には妻を失った男を組み合わされていたと知り、 

少しぎもんに思った。でも本人が幸せならいいと思った。  

昭和50 年頃、麦わら

がなくなって、空き缶

にろうそくでやった。

虫追いがなくなりそう

でした。 

農薬がたくさん使われる

前は、虫追いの翌朝の田

んぼには、虫がいっぱい

落ちてたなあ。 

“文化”の継承は損得勘定では

ダメで、みんなに賛同してもら

えるようにしていかなければな

らないんです。       

 


